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事業内容

2

目的 Society5.0の実現に向けて、日本のスタートアップ・エコシステムを強化し、世界で勝てるス

タートアップを創出するため、世界中から一流の経営者、起業家、ベンチャーキャピタル、機

関投資家等を招き、本事業を契機として、海外投資家による日本スタートップへの投資の呼び

込み、大企業とスタートアップによるオープンイノベーションの促進、日本流イノベーション

カルチャーの育成等を目指す。

（1）本サミットの名称、ロゴマーク、テーマの設定

事業の目的を鑑み、本サミットの名称及びロゴマークを設定。また、期間中に開催される全てのイベントに一体感が出る

よう、一気通貫するテーマを設定

（2）各イベント事務局との調整等

民間・政府系イベント等のイベント事務局と密に調整を行い、テーマに沿ったパネルディスカッション、カンファレンス、

ピッチイベント等を提案、開催するとともに、招待者、登壇者、審査委員等の選定、アポイントメント、調整、旅費・謝礼

の支払い等を行う。

事業内容



事業内容

3

（3）国際的に評価の高いスタートアップカンファレンスとの連携等

海外で開催されているスタートアップカンファレンスを誘致することにより、国際的に評価の高い国内のイベント内で

日本式のイノベーションを発信できるよう、以下の要領で開催

①J-Startupブースの設置

②J-Startup企業等によるピッチイベント

③オープンイノベーションを目的としたマッチングイベント

④会場の選定等

（4）パンフレット等の製作

必要に応じて電子パンフレット等を作成

（5）特設ホームページの制作

本サミットに係る特設ホームページを制作して広報活動を行う。必要に応じて参加者の申込フォームなどを作成

（6）広報活動

本サミットの認知度、存在感、印象等の向上につながる広報活動を実施。特に、ホームページ等における情報発信の他に、

各メディアへのパブリシティ獲得活動を行い、露出の拡大による認知度の上昇、印象等の向上を目指す

事業内容

事業日程 令和2年7月7日～令和3年9月30日





（1）本サミットの名称、ロゴマーク、テーマの設定
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テーマ設定
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ウィズ コロナ時代に欲求される社会、産業、生活の変革と

連帯。

人類規模でのイシューの数々に対して、国や業界、立場を

超えた新たな解決策を探索する。組み合わせて磨き上げる

日本流イノベーションで大企業・スタートアップ・投資家

を繋ぎ、「共生／Co-living」によるウィズ コロナ時代の世

界再築を推し進める。

Co-living with Planetary issues

自然との共生／CLIMATE CHANGE
（BOSAI）

高齢化との共生／AGING

地域社会との共生／LOCALITY

技術との共生／SINGULARITY



名称
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WITH COVID-19時代に求められる新たな連帯を生み出す交流点

Global Venture Summit（仮称）からの強化ポイント

Venture ビジネス成長・収益拡大の印象が強い。

Summit 一握りの人間による首脳会談の印象が強い。

Global 世界中から一流のビジネスプレイヤーが集まる

▼
▼

Start-up
イノベーションと新しいビジネスモデル創出
の印象を強調。

Connection
多種多様な価値観とアイデアが交差するオー
プンディスカッション拠点として特徴を強化。





ロゴマーク
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● 様々な角度から交差する線が連結して円を描く「新たな連帯」を意匠化。

異なる性質を強く美しく繋げる木組み発想をシンボリックに表現。

● 赤、白、紺の組み合わせで和色の組み合わせで日本らしさを担保しつつ、

現代的・先進的を印象付ける配色バランスを心掛けた。

● 立体構造物をモチーフにしたデザインの連結部分にフォーカスして

生まれたロゴ案。見方によっては陰影が入り立体的にも見える。

ロゴマーク制作の発想プロセス





（2）各イベント事務局との調整等
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Global Start-up Connection 連携イベント① ＜INNOVATION GARDEN＞
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3つの世界最先端の海外カンファレンスが創造的に融合したクリエイティブな体験を通じて

日本流イノベーションカルチャーを育成・発信するビジネス・イノベーション・カンファレンス。

＊タイトル：INNOVATION GARDEN（オンラインイベント）

＊日程：2021年2月26日（金）

＊開催時間：10:00-22:00

＊主催：Innovation Garden実行委員会
（博報堂・三菱地所・読売新聞）

＊後援：経産省

＊収録会場：3×3 Lab Future（大手町）

イベント概要

＜Global Start-up Connectionを象徴するイベント。
Co-living with Planetary issuesのテーマを参考に開催＞





Global Start-up Connection 連携イベント① ＜INNOVATION GARDEN＞
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● INNOVATION GARDENの頭文字「IG」をベースに意匠化。

● 日本の伝統色である黄金（錆びず退色しない色）とJAPANレッドを

配色することで、イベントのプレミアム感を印象付ける。

ロゴマーク制作の発想プロセス

● 枯山水をモチーフにした三本線の砂紋。

「I」の直線と「G」の曲線で異質のもの同士の交わりを表現。

＜ロゴマーク＞











Global Start-up Connection 連携イベント① ＜INNOVATION GARDEN＞
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＜タイムテーブル＞







Global Start-up Connection 連携イベント① ＜INNOVATION GARDEN＞
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＜実績：キーノート演出/オーバーライン化＞

オンラインイベントにリアルタイム性やインタラクティブ性を取り入れるため、
Eventhubのチャット機能を活用し、登壇者の生の声を参加者に届けることが可能に。

参加者と登壇者がチャットを通じて質問やコメントのやりとりを行った。

コロナ禍を通して感じるのは、「わざわざ集まる」価
値の大切さです。となれば「その場でしか味わえない
もの」でなくてはいけないと思います。ゆえに、当た
り前ですが、ライブであることこそが重要。ただし、
ライブをするにはその瞬間までの時間を余計にかけな
いと駄目なので、準備の重要性があがってくるんだと

思います。

斎藤精一
（パノラマティクス）

若宮正子
（ITエヴァンジェリスト）

特に、コロナ以降、インターネットが使えない
人は、実用面でも不便だったわけですが、それ
に加えてメンタル面でも孤立しておられる、こ
れを何とかしないといけないと思ったのです。

幅広く活動するようになったきっかけ…難しいですね・・・
元々小説や音楽や数学や社会や…多彩な世界が好きではあり
ました。若い頃は何か専門を深掘りしたいと思っていました
が、特に娘が生まれて社会との関わりをより考えるようにな
り、点と点を繋げる面白さに気づくようになったかも。あと

は、やはり素の自分の声を聴くという感じでしょうか…

中島さち子
（数学者・教区者）

小西利行
（POOL inc）

あと、新しい時代には、カネ・ヒト・モノの集積では
なく、風・光・緑の集積であってほしいと思います。

板橋優樹
（経済産業省）

これは私の私見で、政府・経産省としての方針ではな
いのですが、世界の最たるエイジングソサエティーと
しての我が国が（少子）高齢社会において、社会をど
うデザインしていくか。こういったところにアプロー
チするような企業・技術には注視していますし、世界

と戦えるポテンシャルがあると思います。

清水佑介
（博報堂ケトル）

ちなみにこの収録は実はカメラをとめたあとのアフ
タートークがとっても盛り上がったんですよね。この
セッションをきっかけに、新しいビジネスや経済が生

まれてくるのに期待ですね！



Global Start-up Connection 連携イベント② ＜Japan Business Conference 2021＞
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日本の投資環境の魅力や「2050年カーボン

ニュートラル」に向けた取組を発信すること

を目的に開催。

本イベントのメインプログラムでは、世界を

代表するリーダーによるオンラインパネル

ディスカッションを実施するなど、世界中の

知恵を結集させ、「経済と環境の好循環」を

実現するカーボンニュートラルへの挑戦に関

して、最新の潮流を発信。

＊タイトル：NET ZERO Leaders Summit (Japan Business Conference 2021)

＊日程：2021年7月28日（水）～9月10日（金）

＊主催：経済産業省、独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）

＊オンラインで開催

イベント概要

＜「2050年カーボンニュートラル」に向けた取組を発信するイベントと連携
（Co-living with Planetary issuesのテーマにも合致）＞
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Global Start-up Connection 連携イベント② ＜Japan Business Conference 2021＞

＜J-Startups for NET ZERO：プログラム Day 1＞

開会メッセージ

経済産業大臣政務官

宗清 皇一

基調講演
NET ZEROとStartup -ユーグレナが描くサステナブルな未来-

株式会社ユーグレナ
Chief Future Officer

川﨑 レナ

株式会社ユーグレナ
代表取締役社長

出雲 充
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Global Start-up Connection 連携イベント② ＜Japan Business Conference 2021＞

＜J-Startups for NET ZERO：プログラム Day 1＞

VCセッション
VCの語る日本スタートアップ・エコシステムの潜在力

パネルディスカッション
日本のスタートアップ・エコシステムは世界に貢献できるか

Playco Global, Inc. 共同創業者、プレジデント
Zynga 共同創業者

ジャスティン・ウォルドロン

Xenon Partners CEO

ジョナサン・シーゲル

Head of Google Startups Japan

ティム・ロメロ（モデレーター）

インキュベイトファンド㈱
代表パートナー

本間 真彦

Mpower Partners
ゼネラル・パートナー

キャシー 松井



Global Start-up Connection 連携イベント② ＜Japan Business Conference 2021＞

＜J-Startups for NET ZERO：プログラム Day 2＞

J-Startup for NET ZERO ピッチセッション
「J-StartupもしくはJ-Startup地域展開プログラム」の選定企業10社

Spiber(株)

菅原 潤一

日本環境設計(株)

岩元 美智彦

マイクロ波化学(株)

吉野 巌

テレイグジスタンス(株)

富岡 仁
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Global Start-up Connection 連携イベント② ＜Japan Business Conference 2021＞

＜J-Startups for NET ZERO：プログラム Day 2＞

(株)チャレナジー

清水 敦史

(株)ファームシップ

北島 正裕

SyncMOF(株)

畠岡 潤一

mui Lab(株)

大木 和典

J-Startup for NET ZERO ピッチセッション
「J-StartupもしくはJ-Startup地域展開プログラム」の選定企業10社
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Global Start-up Connection 連携イベント② ＜Japan Business Conference 2021＞

＜J-Startups for NET ZERO：プログラム Day 2＞

(株)ヘラルボニー

大田 雄之介

(株)ALE

岡島 礼奈

J-Startup for NET ZERO ピッチセッション
「J-StartupもしくはJ-Startup地域展開プログラム」の選定企業10社
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Global Start-up Connection 連携イベント② ＜Japan Business Conference 2021＞

＜J-Startups for NET ZERO：プログラム Day 2＞

リバースピッチ
スタートアップ企業が選ぶ “日本のイノベーティブ大企業ランキング上位5社”

“日本のイノベーティブ大企業
ランキング” について

Innovation Leaders Summit

松谷 卓也

KDDI(株)
事業創造本部
ビジネスインキュベー
ション推進部
インキュベーション
推進2グループ
グループリーダー

内田 恭子

Woven Planet Holdings(株)
Vice President

西城 洋志
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Global Start-up Connection 連携イベント② ＜Japan Business Conference 2021＞

＜J-Startups for NET ZERO：プログラム Day 2＞

リバースピッチ
スタートアップ企業が選ぶ “日本のイノベーティブ大企業ランキング上位5社”

ソニーグループ(株)

Startup
Acceleration
部門 副部門長
Sony Startup 
Acceleration
Program責任者

小田島 伸至

(株)NTTドコモ
・ベンチャーズ

代表取締役社長

笹原 優子

JR東日本スタートアップ(株)
代表取締役社長

柴田 裕
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Global Start-up Connection 連携イベント② ＜Japan Business Conference 2021＞

＜J-Startups for NET ZERO：プログラム Day 2＞

閉会メッセージ

バブソン大学 准教授
ベンチャーカフェ 東京代表理事
CICジャパン プレジデント

山川 恭弘

MC

木村 カレン
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Global Start-up Connection 連携イベント② ＜Japan Business Conference 2021＞

＜J-Startups for NET ZERO：事務局対応＞

・オンライン収録およびリアル撮影にて素材をまとめて、オンラインイベント用コンテンツに。

タイトル 出演者 状況 尺

開会メッセージ 宗清皇一 経済産業大臣政務官 撮影済み 5分

基調講演
NET ZEROとStartup

ーユーグレナが描くサステナブルな未来ー

ユーグレナ Chief Future Officer 川崎レナ 氏

ユーグレナ 代表取締役社長 出雲 充 氏
撮影済み 20分

パネル ディスカッション
日本のスタートアップ・エコシステムは

世界に貢献できるか

<パネリスト>

Justin Waldron 氏（Zynga共同創業者 Play Co）

Jonathan Siegel 氏（ Xenon Partners CEO ）

<モデレーター>

Tim Romero 氏（Head of Google for Startups Japan）

撮影済み 50分

本間真彦氏（インキュベイトファンド） 撮影済み

キャシー松井氏（MPower Partners Fund L.P.） 撮影済み

Spiber 撮影済み

日本環境設計 撮影済み

マイクロ波化学 撮影済み

テレイグジステンス 撮影済み

チャレナジー 撮影済み

ALE 撮影済み

ファームシップ 撮影済み

SyncMOF 撮影済み

mui Lab 撮影済み

ヘラルボニー 撮影済み

大企業ランキングの説明： Innovation Leaders Summit 松谷 卓也氏 撮影済み

KDDI 事業創造本部 ビジネスインキュベーション推進部 インキュベーション推進2グループ グループリーダー 内田恭子氏 撮影済み

Woven Planet Holdings Vice President 西城 洋志氏 撮影済み

JR東日本スタートアップ 代表取締役社長 柴田裕氏 撮影済み

ソニーグループ Startup Acceleration部門 副部門長 Sony Startup Acceleration Program責任者 小田島伸至氏 撮影済み

NTTドコモ・ベンチャーズ 代表取締役社長 笹原優子氏 撮影済み

閉会メッセージ 日本のスタートアップエコシステムへの招待 山川恭弘氏（バブソン大学  准教授） 撮影済み 10分

司会進行 オープニング/クロージング/各登壇者紹介 MC 撮影済み -

日本のスタートアップが選ぶ

「イノベーティブ大企業ランキング」

上位のプレゼン

日本企業からの連携コール

：リバースピッチ

各10分

J-Startup for NET ZERO

 : ピッチセッション

カーボンニュートラル実現に取り組む

 J-Startupsが世界にプレゼン

※「J-Startupプログラム」のみではなく「J-

Startup地域展開プログラム」に選定され

た企業も含む

各5分

VCの語る

日本スタートアップ・エコシステムの潜在力
VCセッション

各5分



（3）国際的に評価の高いスタートアップカンファレンスとの連携等
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海外カンファレンス：ABCとの連携
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＜3つの世界最先端の海外カンファレンスと連携＞









海外カンファレンス：ABCとの連携

40

Ars Electronica

テーマ/議論内容など

“Future Tourism ―ポスト・コロナ時代のツーリ
ズムとは？”

旅や移動を巡る私たちの状況は昨年以降、大きく変わり
ました。新しい日常における未知の世界への旅の方法、
新しいツーリズムについて議論し、ワークショップを通
じて考えます。

①松島 倫明（『WIRED』日本版 編集長）

②小川 秀明（Director of Ars Electronica Futurelab）

モデレーター：竹内 慶（博報堂BID）

Border Sessions

3名の海外からの映像によるインスピレーション
Libertad González/ Vladan Joler / Robin R.Murphy

テーマ/議論内容など

「Resilience」防災を取り入れた新たなライフ
スタイル

10年目の3月11日を機会に見直すべきライフスタイル、
日本が世界を牽引すべき分野である「BOSAI」。
人々のライフスタイルに取り入れるべき防災のあり方を
議論し、ワンテーブルが提唱するスーパー防災都市を
実証フィールドに新たなライフスタイルを落とし込む。
防災に関するリーディングプレーヤーが参加し議論をした。
（Onetable 島田昌幸、 BOSAI POINT 亀山、インフォ
リッチ 梶、インフォデミック 牧、トイレ研究所 加藤所長、
マグネット 佐藤）

C2

Jesse Gainer（ジェシー・ゲイナー）
C2インターナショナル 体験デザインディレクター

テーマ/議論内容など

”Limitations Reimagined”「限界を考え直す」

参加者の皆様のビジネスにおいて、何が本当に「限界」
を表しているのかを考えていただきました。こうした
「限界」を考え直すことを通じて、いくつかの制限の背
後には創造的で刺激的な新しい「可能性」を発見する無
限の機会があることに気づくことができました。C2の
「限界を再想像する」事例により勉強に加え、C2のオ
リジナルのコーチング・コレクティブ・メソッドを使用
して、参加者が個人とビジネス上の課題との関係を再構
築することができました。

③オープンイノベーションを目的としたマッチングイベント

ABC海外カンファレンスのメソッドによるオンラインのマッチングイベント（ワークショップ）を実施。



海外カンファレンス：ABCとの連携
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④会場の選定等

オンラインの収録会場、および配信会場として大丸有エリアの会場を選定した。

＜収録会場＞

3×3 Lab Future（大手町 ）

＜配信会場＞

micro FOOD&IDEA market（有楽町）



（4）パンフレット等の製作
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電子パンフレット等の製作
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＜SEEDS OF INNOVATION GARDEN＞

登壇いただいたイノベーターたちの発言をまとめて電子パンフレット化。



電子パンフレット等の製作
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＜SEEDS OF INNOVATION GARDEN＞

登壇いただいたイノベーターたちの発言をまとめて電子パンフレット化。



（5）特設ホームページの制作
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特設ホームページ② ＜Japan Business Conference 2021＞
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＜ティザーサイト＞

日本語



特設ホームページ② ＜Japan Business Conference 2021＞
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＜ティザーサイト＞

英語



（6）広報活動
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広報活動① ＜INNOVATION GARDEN＞
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＜事前＞

■リリース配信

合計広告露出換算：7,000万円超

（博報堂によるKPIは2000万円相当）

＊広告換算とは：

新聞、雑誌、屋外広告、WEBニュースサイトなどのメディア上で「記事」として掲載された際の露出成果や認知効果を

同じ枠を広告として購入した場合の広告費に換算し、その金額で評価するという広報・PR業務における成果測定手法。





広報活動② ＜Japan Business Conference 2021＞
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＜事前＞

GDN_300x250GDN_336x280

Googleディスプレイ広告（GDN）によりGlobal Startup Connectionの告知バナーを掲載


